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 実践「ペルソナ」研究会 

 実践女子大学人間社会学部・実践「ペルソナ」研究会は、実践女子大学生を対象に、

「女子大生の靴」について写真観察を行いました。 

※実践「ペルソナ」研究会は、実践女子大学人間社会学部における「統計科学（担当：竹内光悦）」、「経

営学（担当：篠崎香織）」、「マーケティング（担当：斎藤明）」の 3 つの分野のゼミ生を中心に組織され、

自分たちの消費活動、ライフスタイルをはじめ「実践女子大生が自分たち自身」を科学する研究会です。 

※実践『ペルソナ』通信 Side-Be とは、写真観察を行い、実態を考察した調査レポートです。 

 

 総括                                        

 

 今回の調査を通して、多くの学生は落ち着いた色のかばんで通学しいていることが分か

った。特にどんな服装にも合わせやすい黒いかばんが一番人気である。種類別に見ると、

カジュアルなトートバックとリュックを愛用している学生が多かった。またコーディネー

トに合わせて、かばんを変えている学生が多いことが分かった。 

 

 調査結果のポイント                                

 

（1）色は黒や白、ベージュなど落ち着いた色が人気 

 多くの学生が「黒」のかばんを愛用していた。その次に、「白」や「ベージュ」といっ

た色も人気だった。派手な色や、ビビットカラーのかばんで通学している学生は少なく、

服装に合わせやすい落ち着いた色のかばんを選ぶ学生が多かった。 

 

（2）カジュアルなトートバックとリュックを愛用する学生が多い 

 かばんを種類別で分類したところ、カジュアルなトートバッグとリュックが圧倒的に人

気だった。普段着ている服装が意外にもカジュアルな人が多いためか、服装に合うこれら

のかばんを愛用する学生が多いということが明らかになった。かばんのブランドはリュッ

クだとマンハッタンポーテージやジャンスポーツ、カジュアルなトートバックだとマーガ

レットハウエルを愛用している学生が多かった。 

 

（3）服装に合わせてかばんをかえている 

 女子大生はいくつかのかばんを所持しており、その日の服装によって何を合わせるか変

えている人が多く見られた。かばんもコーディネートの一部として、おしゃれを楽しんで

いる。 

実践『ペルソナ』通信 Side-Be（No. N-51） 
「女子大生の通学かばんの利用実態」に関する調査結果 



（4）大きめのかばんの人が多い 

 学校へいくため筆記用具やノートなど重たい荷物を持ち運んでも大丈夫なように大きい

サイズのかばんを使っている人が多く見られた。女子大生は勉強道具に加え、お化粧ポー

チなども持ち歩くため、できるだけ中にたくさん入るかばんを選ぶ傾向がある。 

 

（5）デザインはシンプルなものが人気 

 色と同じく、デザインもシンプルなものを好む傾向があり、柄の入ったかばんを利用し

ている学生は極端に少なかった。また、シンプルなかばんに自分の好きなキャラクターの

小さなぬいぐるみをつている人も多々見受けられた。 

 

 調査概要                                     

 

 調査対象：実践女子大学生 1 年生、１００人 

 調査方法：フィールドワークによる写真撮影および対象者観察 

 調査期間：2017 年 10 月 17 日～11 月 6 日 

 調査場所：実践女子大学渋谷キャンパス 

 回答者の属性：実践女子大学生 1～４年１００％ 

 調査目的：実践女子大学生の通学かばんのトレンドを見るため、かばんおよび服装に

ついて調査を行った。 

 調査主体および本調査担当：実践「ペルソナ」研究会 

 調査員：海辺美葉、安結実 

 

調査結果 

 

【カジュアルなトートバック】 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【リュック】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【大人っぽいトートバック】 

 

 

 

 今回の調査では、普段私たちが持ち歩いている「かばん」にはどのような傾向があるの

かを分析し、今の女子大生が期待するかばんのイメージをより具体化していきたいと思

い、このテーマを選んだ。また、かばんと服装の兼ね合いについての関連を探るために

も、写真を撮るときにコーディネートを一緒に撮るよう心がけるなどの工夫をした。これ

からの調査票調査では、どのような服装の時にどのようなかばんを選ぶのかなど、より詳

しいかばんとコーディネートの兼ね合いについて探っていきたい。 

 

 今回の写真観察調査の結果、学校へいくために筆記用具やノート、またお化粧ポーチな

どの重たい荷物を持ち運んでも大丈夫なように大きめサイズのかばんを使っている人が多

く見られた。女子大生は、できるだけ中にたくさん入るかばんを選ぶ傾向があることがう

かがえる。 

 

 また、全体的にカジュアルなトートバックとリュックを愛用している学生が多く、かば

んの種類で人気が高いのはこの二つだということが予想できる。その日の服装によって合

わせるかばんをかえていると考えると、普段着ている服装がカジュアルな人が多いのかも

しれない。デザインは柄やビビットカラーを用いたかばんを持っている人は少なく、色も

黒や白、ベージュなどといった落ち着いた色が多くいことから、服装に合わせやすいもの

が人気であることがうかがえた。 

 

 これらのことから、実戦女子大生のかばん選びは、「落ち着いた色とデザイン」、「荷物

がたくさん入るかどうか」を重要視し、「自分の持っている服に合わせやすいかばん」を

選ぶと思われる。これからの調査票調査では、かばんの平均価格についても触れていきた

い。 

 


